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木橋の実大載荷実験風景

公開セミナーのポスター（左）と
　　　　　　　　設計コンペ授賞式のポスター（右）

気
象
環
境
研
究
領
域

構
造
利
用
研
究
領
域

構
造
利
用
研
究
領
域
で
は
木
材
を
用
い
た
構
造
物
を
よ
り
安
全
で
快
適
に
す
る
た

め
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
研
究
の
対
象
と
な
る
構
造
物
に
は
、
一
戸
建
て
の
木
造

住
宅
や
大
型
ド
ー
ム
、
さ
ら
に
は
木
橋
の
よ
う
な
土
木
構
造
物
も
含
ま
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
最
近
の
主
要
な
取
り
組
み
を
二
つ
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、
木
橋
の
耐
久

性
の
検
証
と
維
持
管
理
基
準
作
成
の
た
め
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
実
際
に
使
わ

れ
て
い
た
木
橋
を
解
体
し
、
部
材
の
劣
化
状
況
を
調
査
し
た
後
に
、
再
度
組
み
立
て
、

破
壊
す
る
ま
で
載
荷
す
る
と
い
う
世
界
初
の
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
木

橋
が
粘
り
を
持
っ
て
大
変
形
に
耐
え
る
こ
と
や
、
非
破
壊
検
査
が
残
存
強
度
の
評
価
に

有
効
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
一つ
は
、
森
林
総
研
で
開
発
さ
れ
た
製
品
や
技
術
を
多
用
し
た
木
造
住
宅
を
建

設
し
、
耐
震
性
、
耐
久
性
、
居
住
快
適
性
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
を
調
べ
る
実
験
施
設

と
し
て
活
用
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
昨
年
七
月
に
住
宅
の
設
計
コ
ン
セ

プ
ト
を
決
め
る
た
め
に
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
デ
ザ
イ
ン
を

公
募
す
る
設
計
コ
ン
ペ
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
年
三
月
に
は
最
優
秀
作
品
が
決
定
し
ま

し
た
の
で
、
来
年
度
に
は
住
宅
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

九
州
育
種
場

東
北
支
所

図　東北地域におけるマツ材線虫病被害発生
　　地域の分布（赤丸、2006年）

私
た
ち
気
象
環
境
研
究
領
域
で
は
、
森
林
を
と
り
ま
く
大
気
の
現
象
と
、
そ
の
応
用
問
題

で
あ
る
森
林
の
気
象
害
防
止
や
気
候
緩
和
に
関
す
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

森
林
が
受
け
る
風
害
、
雪
害
な
ど
の
気
象
害
を
対
象
と
す
る
研
究
で
は
、
森
林
の
適
切
な

取
り
扱
い
や
配
置
を
示
す
こ
と
で
こ
れ
ら
の
被
害
か
ら
森
林
を
守
り
ま
す
。
一
方
、
海
岸
の

森
林
に
は
風
・
飛
砂
や
津
波
な
ど
か
ら
、
ま
た
、
積
雪
の
多
い
地
域
の
森
林
に
は
地
吹
雪
や

雪
崩
か
ら
、
人
命
や
家
屋
な
ど
を
守
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
時
に
豪
雪
地
帯
の

過
酷
な
条
件
の
中
で
観
測
や
現
地
調
査
を
積
み
重
ね
る
な
ど
、
森
林
が
こ
の
よ
う
な
機
能
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
森
林
は
そ
の
内
部
と

周
辺
の
気
候
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
増
え
続
け
る
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
成

長
し
て
い
ま
す
。
気
象
環
境
研
究
領
域
で
は
、
こ
の
よ
う
な
森
林
の
機
能
の
基
礎
と
な
る
大

気
と
森
林
間
の
相
互
作
用
を
解
明
し
、
森
林
の
機
能
を
活
用
す
る
道
筋
を
示
す
こ
と
に
よ

り
、
私
た
ち
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ヤクタネゴヨウのつぎ木増殖作業
（環境省レッドリスト絶滅危惧ⅠＢ類）

40年生スギの検定林の調査

写真　ブナ林におけるCO2収支の観測タワー
　　　（岩手県八幡平市安比）

2006

森林による二酸化炭素吸収量を連続測定する
「タワーフラックス観測」のようす（山梨県富士吉田市）

大規模な表層雪崩によって倒された森林のようす（新潟県妙高市）

東
北
地
域
の
冬
の
気
象
条
件
は
、
奥
羽
山
脈
を
境
に
し
て
東
西
で
異
な
り
、
西
側

で
は
多
雪
、
東
側
で
は
寒
冷
・
乾
燥
と
、
対
照
的
な
特
徴
を
示
し
て
い
ま
す
。
森
林

面
積
の
約
四
〇
％
を
人
工
林
が
占
め
て
い
ま
す
が
、
世
界
遺
産
で
あ
る
白
神
山
地
に

代
表
さ
れ
る
ブ
ナ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
林
や
、
材
質
の
優
れ
た
ヒ
バ
な
ど
の
針
葉
樹

天
然
林
も
し
っ
か
り
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
北
支
所
は
岩
手
県
盛
岡
市
に
あ
り
、
東
北

六
県
、
森
林
管
理
局
、
大
学
等
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
に
密
接
に
関
わ
る

研
究
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
我
が
国
最
大
の
深
刻
な
森
林
病
害
で
あ
る
マ
ツ
材
線
虫
病
の
分
布
拡
大
最

前
線
が
北
東
北
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
図
）、
各
県
と
も
連
携
し
て
、
材
線
虫
病
の

分
布
変
遷
に
つ
い
て
の
最
新
情
報
を
収
集
し
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
域
で
被
害
地
・

被
害
木
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
迅
速
に
発
見
で
き
る
簡
易
ツ
ー
ル
を
開
発
す
る
な
ど
、
今

後
の
分
布
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
方
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
温
暖
化
防
止
に
果
た
す
森
林
の
役
割
を
調
べ
る
た
め
に
、
ブ
ナ
林
に
お

け
る
二
酸
化
炭
素
収
支
の
長
期
観
測
を
行
っ
て
お
り
（
写
真
）、
ス
ギ
や
カ
ラ
マ
ツ
人

工
林
を
ヒ
バ
や
広
葉
樹
天
然
林
へ
と
誘
導
す
る
技
術
な
ど
の
研
究
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
九
州
育
種
場
は
、
熊
本
市
の
北
東
部
に
隣
接
す
る

合
志
市
に
あ
り
、
九
州
・
沖
縄
地
域
に
お
い
て
、
木
材
生
産
力
向
上
の
た

め
の
成
長
・
材
質
に
優
れ
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
、
ま
た
マ
ツ
材
線
虫
病
抵
抗

性
マ
ツ
等
の
新
品
種
開
発
や
森
林
を
構
成
す
る
多
様
な
樹
種
の
遺
伝
資
源

の
収
集
・
保
存
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
社
会
問
題
化
し
て
い
る
花
粉
症
対
策
と
し
て
、
花
粉
の
少
な
い
品

種
等
の
開
発
も
進
め
て
お
り
、
既
に
、
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
に
つ
い
て
は
、

森
林
へ
の
植
栽
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

新
品
種
の
開
発
に
は
、
現
地
選
抜
や
人
工
交
配
で

育
成
し
た
新
品
種
候
補
木
の
能
力
を
調
べ
る
た
め
、
九

州
各
地
に
検
定
林
を
設
け
て
い
ま
す
。
検
定
林
の
調
査

は
、
三
〜
四
人
で
一つ
の
チ
ー
ム
を
組
み
、
樹
木
の
個

体
ご
と
に
直
径
、
樹
高
、
曲
が
り
等
を
計
測
・
記
録

し
て
い
き
ま
す
。
例
年
調
査
が
集
中
す
る
九
月
か
ら
一一

月
に
か
け
て
は
、
全
職
員
が
総
出
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
生
物
多
様
性
戦
略

の
一
翼
を
担
っ
て
、
ヤ
ク
タ
ネ

ゴ
ヨ
ウ
、
ワ
ダ
ツ
ミ
ノ
キ
な

ど
暖
温
帯
や
亜
熱
帯
の
絶
滅

に
瀕
し
て
い
る
樹
種
を
収
集
・

保
存
し
、遺
伝
資
源
と
し
て
、

識
別
、
増
殖
、
利
用
す
る
上

で
の
特
性
を
調
べ
て
い
ま
す
。
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林
を
ヒ
バ
や
広
葉
樹
天
然
林
へ
と
誘
導
す
る
技
術
な
ど
の
研
究
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
九
州
育
種
場
は
、
熊
本
市
の
北
東
部
に
隣
接
す
る

合
志
市
に
あ
り
、
九
州
・
沖
縄
地
域
に
お
い
て
、
木
材
生
産
力
向
上
の
た

め
の
成
長
・
材
質
に
優
れ
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
、
ま
た
マ
ツ
材
線
虫
病
抵
抗

性
マ
ツ
等
の
新
品
種
開
発
や
森
林
を
構
成
す
る
多
様
な
樹
種
の
遺
伝
資
源

の
収
集
・
保
存
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
社
会
問
題
化
し
て
い
る
花
粉
症
対
策
と
し
て
、
花
粉
の
少
な
い
品

種
等
の
開
発
も
進
め
て
お
り
、
既
に
、
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
に
つ
い
て
は
、

森
林
へ
の
植
栽
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

新
品
種
の
開
発
に
は
、
現
地
選
抜
や
人
工
交
配
で

育
成
し
た
新
品
種
候
補
木
の
能
力
を
調
べ
る
た
め
、
九

州
各
地
に
検
定
林
を
設
け
て
い
ま
す
。
検
定
林
の
調
査

は
、
三
〜
四
人
で
一つ
の
チ
ー
ム
を
組
み
、
樹
木
の
個

体
ご
と
に
直
径
、
樹
高
、
曲
が
り
等
を
計
測
・
記
録

し
て
い
き
ま
す
。
例
年
調
査
が
集
中
す
る
九
月
か
ら
一一

月
に
か
け
て
は
、
全
職
員
が
総
出
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
生
物
多
様
性
戦
略

の
一
翼
を
担
っ
て
、
ヤ
ク
タ
ネ

ゴ
ヨ
ウ
、
ワ
ダ
ツ
ミ
ノ
キ
な

ど
暖
温
帯
や
亜
熱
帯
の
絶
滅

に
瀕
し
て
い
る
樹
種
を
収
集
・

保
存
し
、遺
伝
資
源
と
し
て
、

識
別
、
増
殖
、
利
用
す
る
上

で
の
特
性
を
調
べ
て
い
ま
す
。
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